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養殖管理情報（高水温）

県中南部の海水温（表層付近）が数日の間で急激に上昇して

います。養殖生産への影響が懸念されるので、今後の動向に

注意して下さい。

養殖管理の注意点

当 所 で は 、 水 産 情 報 配 信 シ ス テ ム 「 い わ て 大 漁 ナ ビ （ h t t p s : / / w w w . s u i g i . p r e f . i w a t e . j p ) 」

に お い て 表 面 水 温 分 布 画 像 と 湾 内 定 地 水 温 情 報 を 配 信 し て お り ま す 。 ご 活 用 く だ さ い 。

２ 養殖への影響

○今回観察されたような水温の
急上昇はこれまでに経験した
ことが無いため、養殖生物に
与える影響について明らかで
はありませんが、急激な水温
変化と高水温は貝類養殖、
海藻類養殖に影響を及ぼす
可能性があります。

１ 水温の状況と見込み

○水深３～５ mの定地水温は、
県南部を中心に数日の間に急
激に上昇して 1 6℃台（９℃も
上昇）となった定点もあり
ます（図１）。

○直近の表面水温衛星画像では、
本県の中部～南部に 1 6℃以
上の水温の海水が接岸し
ており、今後も水温が大きく
変動する可能性があります
（図２）。

図１ 令和６年３月中～下旬の定地水温

図２ NOAA/AVHRR 1週間合成最新画像（令和6年3月25日）

〇ワカメ等の海藻類

急激な水温変化が品質に影響を及ぼす可能性があります。また、水温上昇

に伴い栄養塩が急激に下がる可能性があります。水温と併せて栄養塩の動

向にも注意して下さい。

〇ホタテガイ、カキ等の二枚貝類

へい死等が発生する水温ではありませんが、急激な温度変化によるストレ

スで体力が落ちている可能性があります。出荷する垂下連以外は動かさない

ようにしましょう。


